
10mm Low E 強化ガラス-Low E 強化断熱ガラスと Low E 積層ガラスの安全ガラス

ラインコーティングの太陽制御 Low E ガラス ガラスカーテンウォール、ガラスのファサードのために適用することができ、それらは単一のパネルを使用することができます。しかし、最も効
果的な省エネソリューションは、Low E 断熱ガラスと Low E 積層ガラスで働いています。両方のライン Low-E コーティングとオフライン Low E コーティングは、透過される可
視光の量を損なうことなく、ガラスを通過することができる紫外線と赤外光の量を最小限に抑えるために開発されています。

セクションハードコーティング 10mm Low E ガラスは、スライスにカットされており、焼戻し炉に納入。それらは10mm の Low E のアニーリングされたガラスより5倍の靭性
である、また10ミリメートル Low E 強化ガラスの安全ガラスとしてランク付けした。

仕様:

1. ガラスプロダクト: 10mm の堅いコーティングの Low E ガラス

2. Low E コーティング処理: ラインコーティング/ハードコーティング

3. 処理能力:、ラミネート、絶縁、等を強化することができます。

4. サイズ及び形: 特注サイズ、平らおよび湾曲は利用できる。

5. ストックサイズ: 2140mm * 3300mm 等

6. 低い放射率ガラス (または low-e ガラス) に微視的に薄く、透明なコーティングがある。

https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Low-E-glass.htm


深セン Sun Global Glass 有限公司は、プロジェクトの需要を満たすためにオーダーメイドの異なる値を生成することができます。10mm Low-E ハードコートガラスの
性能測定により、low-e コーティングによる断熱ガラス (DGU/IGU) の効果を測定するために用いられます。 

1. U 値は、それが可能などのくらいの熱損失に基づいてウィンドウに与えられた評価です。

2. 可視光線透過率とは、窓を通る光の量を測定することです。

3. 太陽熱利得係数は、ウィンドウを介して認められた入射太陽放射の割合である, 両方の直接送信し、吸収 & 再内部に放射.窓の太陽熱利得係数が低いほど、太陽熱が伝わりにくくなります。

4. 太陽利得へのライトは窓の太陽熱利得係数 (SHGC) および可視光線透過率 (VLT) の評価間の比率である。

Low E ガラスの塗装場所

標準的な二重パネルの IGU (Low E の絶縁されたガラスは結合する) またはサンドイッチガラス (Low E は薄板にしたガラスを強化した)、コーティングが適用できる4つの潜在的な表
面がある: 最初の (# 1) 表面は屋外に直面する、第 2 (# 2) および第 3 (# 3) 表面は絶縁ガラス単位の中で互いに直面し、絶縁の空気スペースを作成するペリフェラルのスペーサに



よって区切られる、4番目の (# 4) 表面が直接屋内に直面している間。低 W コーティングは、最高のときに3番目または第四の表面 (太陽から遠く離れたところ) に機能し、太陽コントロー
ル low-e コーティングは、太陽に最も近いライトで、通常は第2の表面に最適なときに機能します。

のデザインを考えているとき Low E 強化ガラス窓, Low E 断熱ガラスのファサード、Low E の強化された積層ガラスカーテンの壁は、考慮にこれらの要因を取るべきである、例え
ば: サイズ、色合いおよび他の審美的な質、等。

https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Glass-window.htm
https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Glass-facade.htm

